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自
動
運
転
技
術
が
引
き
起
こ
す

産
業
と
社
会
の
大
変
革

～
輸
送
業
部
会
～

　

輸
送
業
部
会（
髙
橋
浩
部
会
長
）は
、
７
月

５
日
に
部
会
を
開
催
し
、
オ
ー
ト
イ
ン
サ
イ

ト
㈱
代
表
取
締
役
で
、
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
編
集
者
で
も
あ
る
鶴
原
吉
郎
氏
を
招
き
、

「
自
動
運
転
技
術
が
引
き
起
こ
す
産
業
と
社

会
の
大
変
革
」
と
題
し
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
31
名
。

　

鶴
原
氏
は
、
自
動
車
産
業
は
こ
れ
か
ら
の

10
年
で
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
、
自
動
運
転

技
術
は
、
単
に
運
転
を
安
全
に
、
楽
に
す
る

も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
構
造
は
も
ち
ろ

ん
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
さ
え
も
大
き
く
変
え

る
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
る
の
か
、
そ

う
し
た
変
化
に
ど
う
備
え
る
べ
き
な
の
か
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
技
術
以
外
に
も
「
法
規
制
を
ど
う

す
る
の
か
」「
信
頼
性
を
ど
う
確
保
す
る
の

か
」「
事
故
の
責
任
を
誰
が
取
る
の
か
」
と

い
っ
た
問
題
の
解
決
を
重
要
視
し
ま
し
た
。

地
域
の
観
光
振
興
策
を
研
究

～
金
融
業
部
会
～

　

金
融
業
部
会
（
並
木
富
士
雄
部
会
長
）
は

７
月
19
日
に
25
名
の
参
加
に
よ
り
、
部
会
を

開
催
し
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
部
会
長
２

名
の
選
任
が
行
わ
れ
、
㈱
北
越
銀
行
常
務
取

締
役
の
熊
倉
哲
氏
と
第
四
証
券
㈱
新
潟
支
店

長
の
吉
原
新
一
氏
を
全
会
一
致
で
選
出
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、「
創
造
交
流
都
市 

新
潟
の
観
光

振
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
潟
市
観
光
・
国
際

交
流
部
長
の
佐
久
間
な
お
み
氏
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

佐
久
間
氏
は
、
２
０
１
９
年
１
月
１
日
に

新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
翌
年
に
は

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
契
機
に

新
潟
市
と
し
て
は
観
光
振
興
に
さ
ら
に
力
を

入
れ
、
地
域
の
観
光
資
源
や
歴
史
文
化
な
ど

を
取
り
入
れ
た
地
域
滞
在
型
の
観
光
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

建
設
事
例
と
今
後
の
方
向

～
建
設
・
不
動
産
業
部
会
～

　

建
設
・
不
動
産
業
部
会（
本
間
達
郎
部
会

長
）は
、
７
月
12
日
に
部
会
を
開
催
し
、
国

土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局 

地
方
事
業
評

価
管
理
官
の
倉
重 

毅
氏
か
ら
、「
I
C
T
・

I
o
T
を
活
用
し
た
建
設
事
例
と
今
後
の

方
向
～
建
設
現
場
で
の
活
用
事
例
と
未
来
の

現
場
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
い
た
だ
き
、

29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

倉
重
氏
は
、
政
府
の
予
算
概
要
を
説
明
し

た
の
ち
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な
活
用
」
等

の
施
策
を
建
設
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産

性
向
上
を
図
り
、
も
っ
と
魅
力
あ
る
建
設
現

場
を
目
指
す
「i-Construction

（
ア
イ
・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」
の
取
組
事
例
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
機
械
土
工
・
舗
装
関
係
」
と

「
現
場
打
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
」
で
は
、
技

能
労
働
者
が
高
齢
化
し
て
お
り
、
全
体
の
約

40
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

現
場
の
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
材
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性

向
上
と
し
て
、
政
府
は
公
共
投
資
が
そ
の
成

長
力
を
強
化
す
る
と
捉
え
て
お
り
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
重
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

～
観
光
業
部
会
～

　

観
光
業
部
会
（
星
野
佳
人
部
会
長
）
は
７

月
21
日
に
、
新
潟
青
陵
大
学
短
期
大
学
部
人

間
総
合
学
科
准
教
授
の
孫そ

ん

犁り
び
ん冰
氏
を
講
師
に

迎
え
「
中
国
の
巨
大
観
光
市
場
に
対
す
る
新

潟
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
23
名
。

　

孫
氏
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ

ア
地
域
か
ら
の
観
光
客
が
、
総
数
・
伸
び
率

と
も
に
非
常
に
大
き
く
、
日
本
の
観
光
産
業

に
と
っ
て
狙
う
べ
き
市
場
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

自動車の未来について考える参加者

i-Constructionについて説明する倉重氏

交流人口拡大に向けた取り組みを語る佐久間氏
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会議所の き動
　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
が
訪
問
先
を
選
ぶ

基
準
は
利
便
性
が
高
い
こ
と
、
安
全
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応

で
「
歓
迎
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
こ

と
が
重
要
で
、
こ
の
点
は
新
潟
が
首
都
圏
よ

り
優
位
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
潟
の
方
向
性
と
し
て
は
、
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
情
報
が
埋
も

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
訪
日
観
光
客
の

動
向
や
好
み
を
踏
ま
え
た
う
え
で
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

“
オ
ー
ル
新
潟
”で
の
共
同
輸
出
体
制
構
築

に
向
け
意
見
交
換�

～
国
際
貿
易
委
員
会
～

　

国
際
貿
易
委
員
会
（
髙
橋
和
郎
委
員
長
）

は
、
７
月
19
日
に
本
年
度
第
１
回
目
の
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
８
名
。

　

当
日
は
、
か
ね
て
か
ら
委
員
会
で
研
究
し

て
き
た
「“
オ
ー
ル
新
潟
”で
の
魅
力
あ
る
新

潟
県
農
産
品
の
共
同
輸
出
体
制
構
築
に
向
け

た
提
言
内
容
」
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
農
産
品
だ
け
で
な
く
県
産

品
全
体
を
対
象
に
し
た
ら
ど
う
か
」「
情
報

及
び
補
助
金
の
一
元
化
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体

制
が
重
要
で
あ
り
、
提
言
の
柱
に
し
た
方
が

良
い
」「
食
品
安
全
の
国
際
基
準
認
証
企
業

の
拡
大
は
必
要
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
提
言
に
反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
潟
駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
意
見
交
換

～
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
～

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
阿
部
正
喜
委
員
長
）

は
、
７
月
26
日
に
「
新
潟
駅
周
辺
整
備
に
よ

る
拠
点
性
向
上
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
分
科

会
」
を
参
加
者
15
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
潟
市
の
関
係
部
署
の
各
担
当

者
か
ら
、
新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業
の
現
状
と

景
観
整
備
の
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
33
年
度
頃
の
高
架
駅
全
面

開
業
を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今

後
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
新
潟
駅
と
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
の
認
識
を
強
め
ま
し
た
。

全
女
連
と
の
懇
談
会
を
開
催

～
女
性
会　

視
察
見
学
会
～

　

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会
（
田
中
久
美
子

会
長
）
は
、
７
月
10
日
～
11
日
に
視
察
見
学

会
を
参
加
者
20
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
東
京
に
お
い
て
、
全
国
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
（
全
女
連
）
と
の
懇
談
を

行
っ
た
ほ
か
、
新
潟
県
内
産
業
の
活
性
化
を

支
援
す
る
拠
点
「
ブ
リ
ッ
ジ
に
い
が
た
」
や

国
会
議
事
堂
な
ど
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
女
連
と
の
懇
談
で
は
、
各
地
女
性
会
の

現
状
と
し
て
、
組
織
強
化
や
各
種
研
修
事
業

に
積
極
的
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
紹
介
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
商
工
会
議
所
の

歴
史
等
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
、
参
加
者

か
ら
は
「
女
性
会
の
活
動
意
義
を
改
め
て
実

感
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
東
京
に
進
出
し
て
い
る
当
所
女

性
会
会
員
事
業
所
の
店
舗
な
ど
も
見
学
し
、

お
互
い
の
事
業
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
と

と
も
に
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

新潟市中央区西堀通6-878-1 西堀７番館ビル３Ｆ
電話（025）201-6113　http://www.nipy.jp

公益財団法人
新潟市勤労者福祉サービスセンター

新潟市が出資している法人です。
従業員１人当たり月800円で、充実した福利厚生を実現 ！

主な事業：慶弔給付、
　　　　　健康維持増進、
　　　　　自己啓発援助、
　　　　　余暇活動援助ほか

詳しいサービス内容はインターネットで

ニピイ 検索

二ピイに入ってハッピーになろう！
会社の福利厚生を応援します

会員募集中！

エヌガイア株式会社

海外ビジネスを考えていませんか？
新しい船出のお手伝いを致します！
海外ビジネス/マーケティング/国際法務（顧問
弁護士）国際税務（顧問税理士）/翻訳のプロ　

が、御社の“ナビゲーター”です。

http://www.n-gaea.jp

今すぐお電話を！025-282-7698 025-278-8331 http://www.aruba-g.jp 

集客と求人の「悩み！」

アルバ株式会社アルバ株式会社

解決に自信アリ

まずは無料相談

新潟市東区江南 6 丁目 8-4 3F

学会・イベント・式典の開催の際は、
私たちの技術をお役立てください。

客観的に見た新潟の観光について話す孫氏

日本商工会議所にて 青山理事・事務局長と女性会メンバー


